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事
で
戸
惑
う
利
用
者
様
も
み

え
ま 

 
 

し
た
が
、
欲
し
い
物
が
見
つ
か

る 

 
 

と
「
あ
れ
が
欲
し
い
」「
こ
れ

も 

   
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

節
く
ら
分

の
日 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

          
  

 

 

  

 

 

 
 

 

 

  

施
設
長
挨
拶 

地
球
上
に
は
、
お
よ
そ
七

十
五
億
人
の
ヒ
ト
が
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
ご
く
一
部
の

例
外
を
除
い
て
、
同
じ
遺
伝

子
を
も
つ
人
は
い
な
い
の
で

す
。
即
ち
、
七
十
五
憶
通
り

の
個
性
が
あ
る
わ
け
で
、
お

互
い
に
個
性
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
か
ら
良
い
交
流
が
生
ま

れ
ま
す
。 

こ
の
四
月
か
ら
は
新
し
い

看
護
ス
タ
ッ
フ
二
名
、
新
し

い
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
一

名
、
新
し
い
介
護
ス
タ
ッ
フ

二
名
を
迎
え
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
職
員
一
同
、『
良
い

チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
』
を
作
っ

て
、
多
職
種
が
協
働
（
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
行
く 

 

所
存
で
す
。 

新
年
度
を
迎
て
、
地
域
の

皆
様
方
に
も
充
実
し
た
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
を
、
見
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

当
施
設
で
は
、『
無
料
デ
イ

ケ
ア
体
験
』
や
『
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 ま

た
、
当
施
設
の
『
防
災

訓
練
』
の
際
に
は
、
多
数
の

地
域
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
、
ご
希
望
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
職
員
に
お

申
し
越
し
下
さ
れ
ば
幸
い
に

思
い
ま
す
。 

 

津
老
人
保
健
施
設 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア 

施
設
長 

松
隂 

宏 

～
新
年
度
を
迎
え
て
～ 

 

当
施
設
は
、
入
所
利
用
者

定
員
一
〇
〇
名
、
通
所
（
デ

イ
ケ
ア
）
利
用
者
定
員
三
〇

名
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で

す
。 医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
、

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
支

援
相
談
員
、
管
理
栄
養
士
、 

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士

及
び
一
般
事
務
員
な
ど
の
多

職
種
の
職
員
、
お
よ
そ
七
十

五
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。 

施
設
の
目
標
の
ひ
と
つ
に

『
良
い
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
』

に
よ
っ
て
利
用
者
様
や
ご
家

族
の
方
々
の
希
望
に
応
え
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
利

用
者
様
に
と
っ
て
、
居
心
地

の
良
い
環
境
作
り
に
つ
な
が

っ
て
行
き
ま
す
。 

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
目

標
に
『
地
域
と
の
交
流
』
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ふ
た
つ
は

相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
れ
は
人
と
人
と
が
理
解
し

合
う
こ
と
が
基
盤
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

デ
イ
ケ
ア 

 

  

～
作
品
作
り
～ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

春
を
呼
ぶ
、
日
本
行
事
の
『
ひ
な

祭
り
』。 

 

華
や
か
な
衣
装
の
人
形
や
、
素
朴

な
風
合
い
の
陶
人
形
な
ど
、
色
々
な

飾
り
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
様
は
、

色
ぬ
り
で
か
わ
い
ら
し
く
、
雛
人
形

を
表
現
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

梅
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、
色
画
用
紙

で
輪
っ
か
を
作
り
、
素
敵
な
梅
の
花

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

お
内
裏
様
と
、
お
雛
様
を
胸
に
、

春
の
喜
び
を
感
じ
、
利
用
者
様
の
表

情
は
、
一
段
と
華
や
い
だ
ご
様
子
で

し
た
。 

 

健
や
か
に
心
穏
や
か
な
、
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

～
毎
日
を
元
気
に
～ 

 

 

 

 
 

 

～
お
雛
様
～ 

〜
ひ
な
祭
り
行
事
〜 

 

春
の
到
来
を
待
ち
望
ん
で
い
た

デ
イ
ケ
ア
の
フ
ロ
ア
に
、
折
り
紙

で
花
を
作
成
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
る
桜
の
木
が
完
成
し
ま
し

た
。 利

用
者
様
は
、
満
面
の
笑
み
に

な
り
、
桜
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
、
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 

作
業
リ
ハ
ビ
リ
と
致
し
ま
し
て
、

デ
イ
ケ
ア
の
利
用
者
様
に
は
日
々
作

品
作
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

 
 

そ
の
中
で
、
今
回
は
二
ヶ
月
間
か

け
て
作
成
し
た
大
作
を
、
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
一
階
廊
下
へ
飾
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

期
間
限
定
で
三
月
・
四
月
と
飾
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
！ 

ぜ
ひ
！
鮮
や
か
な
作
品
『
ウ

サ
ギ
と
カ
メ
』
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

ま
せ
。 

 

 

「
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ 

ぼ
ん
ぼ
り

に
」
三
月
三
日
（
金
）
の
ひ
な
祭
り
に
、

幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
童
謡
『
う
れ
し
い

ひ
な
ま
つ
り
』
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
ゲ
ー
ム
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
の
ゲ
ー
ム
を
、
ひ
な
祭
り
仕
様

に
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
楽
し
み
な

が
ら
ル
ー
ル
を
覚
え
れ
ば
、
脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
輪
っ
か
の
中
に
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
入
れ
る
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
入
り
ま
せ
ん
。
利
用
者

様
は
、
大
い
に
楽
し
み
な
が
ら
、
時
折
、

真
剣
な
表
情
も
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

心
優
し
く
、
頼
り
に
な
る
先
輩
利
用
者

様
が
、
上
手
く
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
入
る
よ
う

に
、
温
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
お
ら
れ
、

初
め
て
挑
戦
す
る
利
用
者
様
も
、
だ
ん
だ

ん
と
積
極
的
に
な
り
、
自
信
も
出
て
き
た

ご
様
子
で
す
。
職
員
も
、
大
き
な
声
で
、

「
今
日
は
、
ひ
な
祭
り
、
女
性
陣
が
ん
ば

っ
て
！
」
と
声
援
を
送
り
ま
す
。 

 

誰
も
が
夢
見
る
優
勝
で
す
が
、
こ
の
日

優
勝
し
た
の
は
、
女
性
利
用
者
様
と
思
い

き
や
男
性
利
用
者
様
で
し
た
。 

利
用
者
様
は
、
共
に
考
え
、
挑
み
、
す

が
す
が
し
い
気
分
と
な
ら
れ
、
心
身
と
も

に
楽
し
ん
で
頂
い
た
ご
様
子
で
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

～
春
の
訪
れ
～ 



「ひなまつり」3月3日

栄養だより

《昼食》

ちらし寿司

白身魚の天ぷら

「端午の節句」５月５日

次回の行事食（予定）
スーパーで売られている卵には白玉

と赤玉がありますが、なぜ卵の殻に違

いがあるのでしょうか。

献立

・花ちらし

・がんもの煮物

・菜の花の辛し和え

・茶碗蒸し

おやつ献立

3月3日のおやつは手作りの

「菱餅ようかん」を提供しまし

た。

3月の行事食

① 鶏の食べるエサによる

② 鶏の種類による

③ 栄養があるように見せるため着色している

答え：

②鶏の種類

卵の殻の色の違いは鶏の種類によるものです。羽毛の色が白い鶏

は白玉を産みます。エサの種類で色が変わることはありません。

また、同じエサを食べていれば殻の色で栄養価が変わることはあり

ません。

「非常食」を備蓄していますか？

非常食として備蓄しているクラッカーを使

用した「おやつ」を提供しました。

そのまま食べても美味しいクラッカーです

が、食べ物を上手に飲み込めない方でも美味

しく召し上がって頂けるよう、牛乳でしっと

りさせたクラッカーをいちごミルクゼリーに

混ぜ込みました。クラッカーがムースのよう

な食感になり利用者様に大変好評でした。

いつどこで発生するかわからない災害に備えるため、日頃から「非常食」を準備をしてお

きましょう。

1人当たり最低3日分、できれば1週間分の食料品を備蓄しておくと安心です。飲料水は1

人1日３Lを目安に準備しておくと良いでしょう。

災害時に使用する「非常食」に加えて日常的に使用している缶詰やレトルトカレーなどを

多めにストックしておき、使用した分だけ買い足す備蓄方法『ローリングストック』がおす

すめです。

有事の際でも入所者様に安心して過ごしていただけるよう当施設でも非常食を備蓄してい

ます。普通食の非常食に加え、ペースト食に対応した非常食も備蓄しています。



 

  

 

 

 

 

     
 

 
 
 
 
 
 

 

       
 
 

 
 
 
 

 

         

   

                

 


